
資料２

令和４年度 中央・新旭川地域の
補助事業（実施結果）

・新旭川地区子ども見守り活動･･･････････Ｐ１～２

（新旭川地区市民委員会）

・地域居場所づくり推進事業･････････････Ｐ３～４

（地域居場所づくり推進委員会）

・知新っ子見守り事業･･･････････････････Ｐ５～６

（知新っ子を見守る会）



様式第５号－２（第１２条関係）

地域まちづくり推進事業実施報告書

１ 事業実施者 団 体 名 新旭川地区市民委員会

２ 事業の名称 新旭川地区子ども見守り活動

３ 実 施 期 間 令和 ４年 ９月 １日から 令和 ５年 ３月２７日まで

４ 事 業 内 容

【児童・生徒の登校時の見守り活動】

新旭川地区にある三小中学校（東五条小，新富小，正和小，明星中）の児童生徒の

交通事故防止及び日常の児童生徒の安心・安全な生活維持のために，三小学校付近の

危険度が高い交差点等において，地域住民による登校時の見守り活動を実施した。

１ 活動内容

⑴ 活動日時

・９/２０(火)，１０/２５(火)，１１/２１(月)，１２/１９(月)，１/２３(月)，

２/２０(月)，３/２２(水)

・登校時の午前７時５０分から８時１０分まで（約２０分間）

⑵ 活動内容

・活動時は，ベスト着用，横断旗を使用（色はともに蛍光黄色）

・交差点付近等における子どもたちの安全確保，のぼり旗の掲揚

・横断歩道における横断旗による誘導，児童等との挨拶の励行

⑶ 協力者 地域住民５１名

２ 活動場所

⑴ 東五条小学校付近（５箇所）

・東１条２丁目(交差点)，東４条４丁目(エネオス石油)，東６条３丁目(ツルハ)，

東６条６丁目(東６条調剤薬局)，東４条６丁目(五叉路)

⑵ 新富小学校付近（５箇所）

・東６条１０丁目(ふじスーパー)，新富２条２丁目(学校前信号)，新富２条２丁

目（ビーナス新富），新富２条２丁目（桜木鍼灸治療院），新富２条２丁目（ロ

ーソン）

⑶ 正和小学校付近（２箇所）

・大雪通９丁目(合同タクシー)，大雪通８丁目(トヨタカローラ)

５ 成果と課題

１ 成果

・地域住民の継続的な見守り活動により，児童等とドライバーとの双方に交通安全

に対する注意喚起を行うことができた。

・協力者にベスト等を貸与しながら活動したため，児童からも担い手を認識するこ

とが容易となり，挨拶や声掛けなどの活動も活発に行うことができ，世代間の交

流が図られた。

２ 課題

・新旭川地区は交通量の多い主要道路に接しており，地域課題と受け止め見守り活

動を行っている。今後も，安心・安全な生活維持に向けて継続する必要がある。
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様式第５号－３（第１２条関係）

事業の名称

団体名

１　収入の部 （単位：円）

科　目
予算額
(Ａ)

差
(Ｂ－Ａ)

収入内訳

補助金 50,000 -82 旭川市地域まちづくり推進事業補助金

合　計 50,000 -82

２　支出の部 （単位：円）

科　目
予算額
(Ａ)

決算額
(Ｂ)

左のうち
補助対象経費

差
(Ｂ－Ａ)

支出内訳

消耗印刷費 50,000 49,918 49,918 -82

・交通安全啓発横断旗
　@480×20本×1.1＝　　　　　10,560円
・交通安全啓発ベスト
　@1,789×20着×1.1＝　　　　39,358円

合　計 50,000 49,918 49,918 -82

　収　支　決　算　書

新旭川地区子ども見守り活動

新旭川地区市民委員会

決算額
(Ｂ)

49,918

49,918
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様式第５号－２（第１２条関係）

地域まちづくり推進事業実施報告書

１ 事業実施者 団 体 名 地域居場所づくり推進委員会

２ 事業の名称 地域居場所づくり推進事業

３ 実 施 期 間 令和 ４年１２月 ７日から 令和 ５年 ３月２９日まで

４ 事 業 内 容

１ 新旭川地区地域ボランティア講座の実施

地域活動を支える担い手不足が課題となっており，地域の困りごとを地域住民が

支援するなど，地域が安心して暮らせる居場所となるよう，地域活動の担い手養成

に向けて，４回にわたる地域ボランティア養成講座を実施した。

２ 受講者 地域住民 ３２名

３ 内容

⑴ 第１回（令和５年１月３１日（火） １０：００～１１：３０）

・場所 新旭川地区センター 第２・３会議室

・内容

「地域包括支援センターについて」（説明：新旭川・永山南包括支援センター）

「ボランティア活動について」（説明：市社協ボランティアセンター）

⑵ 第２回（令和５年２月２１日（火） １０：００～１１：３０）

・場所 新旭川地区センター 第２・３会議室

・内容

「身近な地域の支え合い活動とその必要性について」（説明：まるごと支援員）

「新旭川の地域活動～子どもの見守り」（説明：新旭川地区市民委員会）

「新旭川の地域活動～旭新お助け隊」」（説明：旭新自治会）

⑶ 第３回（令和５年３月１日（水）～１４日（火）（各会場１時間程度））

・場所 福祉事業所等 １日（水），４日（土），１１日（土）

ふれあいサロン会場 １４日（火）

・内容 「地域活動体験」として，参加者・利用者との交流を実施（６名）

⑷ 第４回（令和５年３月２８日（火） １０：００～１１：３０）

・場所 新旭川地区センター 第２・３会議室

・内容 修了式（修了証のお渡し，ボランティアに関する情報提供など）

５ 成果と課題

１ 成果

・昨年度，まちづくりフォーラムin新旭川を開催。参加者に“自分たちの地域で課

題と思うこと”のアンケートを実施し，地域課題を把握。地域課題として，移動

困難，除雪，地域の交流・活動・関係の減少，担い手・ボランティア不足等が明

らかになった。今年度，推進委員全体会議でアンケート結果を基に意見交換を行

い，地域の担い手・ボランティア不足を解消・解決するため「新旭川地域ボラン

ティア養成講座」を開催した。

２ 課題

・地域の担い手・ボランティア等の活動に，若者にも協力していただけるよう働き

かけを検討していく必要がある。

・地域の課題を地域住民同士だけで支え合うのには限界がある。
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様式第５号－３（第１２条関係）

事業の名称

団体名

１　収入の部 （単位：円）

科　目
予算額
(Ａ)

差
(Ｂ－Ａ)

収入内訳

補助金 90,000 -73,728
旭川市地域まちづくり推進事業補助金
（主体的な地域づくり事業）

合　計 90,000 -73,728

２　支出の部 （単位：円）

科　目
予算額
(Ａ)

決算額
(Ｂ)

左のうち
補助対象経費

差
(Ｂ－Ａ)

支出内訳

消耗印刷費 60,000 10,692 10,692 -49,308
・講座用開始案内チラシ代　10,462円
・講座用資料コピー代　　　　 230円

通信運搬費 10,000 0 0 -10,000 －

会場使用料 20,000 5,580 5,580 -14,420
・会議用会場使用料　　　　 2,220円
・講座用会場使用料　　　　 3,360円

合　計 90,000 16,272 16,272 -73,728

　収　支　決　算　書

地域居場所づくり推進事業

地域居場所づくり推進委員会

決算額
(Ｂ)

16,272

16,272
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様式第５号－２（第１２条関係）

地域まちづくり推進事業実施報告書

１ 事業実施者 団 体 名 知新っ子を見守る会

２ 事業の名称 知新っ子見守り事業

３ 実施期間 令和 ５年 １月１０日から 令和 ５年 ３月３０日まで

４ 事 業 内 容

１ 「知新っ子交通安全見守り運動」の実施

地域と学校とが連携し，地域住民による児童の交通安全見守りと交通安全意識を

高めるための取組を行った。

⑴ 見守り活動

・日 時 月１回（１/１３(金)，２/１(水)，３/１(水)），７：４５～８：０５

※不審者情報があり，学校の要請により臨時で対応（２/２８(火)）

・場 所 知新小学校周辺の交差点など８箇所

（６－１２東高角，６－１４トライアル角，７－１４郵便局角，

９－１３セブンイレブン角，９－１３横断歩道前，９－１４薬局角，

１－１２ローソン角，宮下１２日新の森角）

・担い手 地域住民４０名

⑵ 知新っ子交通安全標語コンクール

・時 期 令和５年１月～３月（表彰式：３月９日（木））

・表 彰 児童の作品から，最優秀７名，準優秀７名，佳作１１名を選出

※最優秀作品は交通安全啓発資材（マスク）に掲載して配付した。

２ 「冬を楽しむ会」の開催

地域住民と学校の連携により，地域内にミニ雪像（雪だるま，ペンギン，スノー

キャンドル等）を設置し，地域を盛り上げ，地域の一体感の醸成を図るための取組

を行った。

⑴ 知新小学校会場（校舎前）

・時 期 令和５年２月５日（日）

・担い手 地域住民，教員，ＰＴＡ等 ３６名

⑵ 銀座通商店街会場（三番館前）

・時 期 令和５年３月５日（日）

・担い手 地域住民，商店街関係者等 ２７名

５ 成果と課題

１ 成果

・登校時の見守り活動を定期的に実施することに加え，知新小での知新っ子交通安

全標語コンクール等を実施することにより，児童の交通安全意識を高めることが

できた。

・冬を楽しむ会では，学校と地域とが連携して取り組むことで，地域の一体感を醸

成することができた。

２ 課題

・当該事業は，地域全体で子どもたちを見守るものであり，継続的な実施が望まし

いが，そのための担い手の確保が大きな課題となっている。
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様式第５号－３（第１２条関係）

事業の名称

団体名

１　収入の部 （単位：円）

科　目
予算額
(Ａ)

差
(Ｂ－Ａ)

収入内訳

補助金 110,000 -7,763
旭川市地域まちづくり推進事業補助金
（主体的な地域づくり事業）

合　計 110,000 -7,763

２　支出の部 （単位：円）

科　目
予算額
(Ａ)

決算額
(Ｂ)

左のうち
補助対象経費

差
(Ｂ－Ａ)

支出内訳

消耗印刷費 89,500 95,887 95,887 6,387

交通安全啓発用
　・マスク代　　　　　　　37,070円
　・のぼり旗用ポール代　　18,028円
冬を楽しむ会用
　・ボウル，たらいほか代　40,789円

通信運搬費 3,000 0 0 -3,000 なし

手数料 2,500 0 0 -2,500 なし

保険料 15,000 6,350 6,350 -8,650
冬を楽しむ会用
　・傷害保険料　　　　　　 1,350円
　・賠償保険料　　　　　　 5,000円

合　計 110,000 102,237 102,237 -7,763

　収　支　決　算　書

知新っ子見守り事業

知新っ子を見守る会

決算額
(Ｂ)

102,237

102,237
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